









る課題を提示した. なお, 2 限は, 総合演習Ⅰの全クラ
スが参加する全体企画であり, 4 月 19 日の新入生セミ
ナーも, 全クラスが参加する企画である.
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4/19 新入生セミナー (3, 4 限)
4/25 ティーパーティで話し合い・レポート
課題の提示
5/ 2 美浜を歩く (報恩寺＆大己貴神社)
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｢学問への入口｣ を見つける：総合演習Ⅰの取り組み
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要約：
日本福祉大学子ども発達学部の学生たちは, 入学直後の半期間, 総合演習Ⅰのクラスで共に学ぶ. 大学での学びや学生生
活の入門といった導入教育を担う授業であり, 学生たちと教員が話し合って授業を作っていくことが多い. 筆者が 2018 年
度に担当した総合演習Ⅰのクラスでは, ｢学問への入口｣ をそれぞれが見つけることを試みた. その過程で学生や教員によ
る工夫も行われ, 考えること・感じること・問うことや, 自ら働きかけること, および, 多様な他者との関わりが大切であ
ることをお互いに学んだ.
実践報告
2. 本を読んで, ｢自分が～～だったら｣ と考え
てみる.
4 月 18 日：筆者より話題提供した. ｢ボクの学校は山
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ある. 因みに, ｢ボクの学校は山と川｣ では, A：やさ












について話し合った. その際, 筆者が ｢どんなことでも
学問にしてやるからやりたいことを言ってみ｣ と発言し
たところ, 学生たちから ｢オー｣ と声が上がり, その後
の方向が決まった. ｢美浜を歩きたい｣ ｢映画を見たい｣
｢外で遊びたい｣ などの声があり, 先ず, 美浜を歩くこ
とから始めることになった.
4. 美浜歩き：語り合い・遊び・発見
5 月 2 日には, 美浜キャンパス近くの報恩寺と大己貴
神社まで, 語り合いながら歩き, 各自の好みで遊んだ.
5. ｢学問への入口｣ の課題を提起
5 月 30 日には, ケーキ作りを実施した. 前の週から
何を作るか, 材料の調達や実施の手順について相談し,
準備した. ケーキの焼き上がりを待つ間に, レポートを
返却し, 併せて, 筆者より, 新たな課題を提示した. そ
れは, ｢学問への入口｣ を見つけることである. 図 1 の
資料を配布し, 単なる学習ではなく, 学問とはどういう
ものかを問いかけた. そして, ｢問う｣ ことから始めて
みようと, これまでのクラスの活動 (美浜を歩く＆ケー
キ作り) から発することのできる問いを, 筆者より提案




6 月 20 日, これまでの活動で感じたこと, 考えたこ












図 1. ｢学問への入口｣ を考えるために配布した資料
の意見を紹介し議論しながら, 同じ型の表にグループで
改めて記入し, 翌週, 筆者が紹介した. グループ毎に記
入したものを, 表 3 (a)～(e) に紹介する.
表 3 より, 一部を取り上げて, まとめてみた. ｢楽し
い・面白い・嬉しい｣ は, それぞれどんな場面で感じら
れたか. また, それぞれの場では, どんなことを考えた
か. 表 4にまとめてみた. 学生たちは, それぞれの感情
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表 2. 学生に提示した表
表 3 (a). グループ毎に記入した表
表 3 (b). グループ毎に記入した表
表 3 (c). グループ毎に記入した表
表 3 (d). グループ毎に記入した表
表 3 (e). グループ毎に記入した表
表 4. 活動や場面ごとに味わった感情や考えたこと


































































































































用紙を, 図 2に示す. 入口やその周辺をデザインしても
良いし, 入口に関わることを言葉で表しても良いことに
した.
このレポートは, 7 月 11 日に内海海岸まで行った際
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図 2. 私が見つけた ｢学問への入口｣ のレポート用紙
門の奥には科学, 科学部門が書かれており, 左奥には,
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積極的に勉強すること, ニュースを見ること, 友達と
のつきあい, 遊びなど, 様々な活動が, ｢学問への入口｣
に繋がったり, その奥で繋がり広がったりしている.
｢学問の窓？｣ も描かれている. 入口の奥が深そう.













こちらは, 柵があり, 門衛がいる. ｢学問への入口｣














努力も要る. 入った後には, 本がたくさんあり, 学問が
進められるということであろうか.














簡単なコメントを付けた. 最後に, ｢学んだこと, 楽し
かったこと, もっと楽しくするには｣ という内容で, レ











のレポート (後述) に見られるように, 遊びから学問へ
の入口を見つけたり, 遊びも含め様々な活動から学問へ
の繋がりを感じた学生たちもいた. ｢ ｢遊び｣ が深まる
と ｢学び｣ になる｣ (木澤 2018) という報告もあり,
両者の繋がりをうまくつけることも, 課題であろう.





































































とだと思っていた学生もいて (水野 2017), そのような
傾向が他の分野でも見られるとすれば, 今回の取り組み
は, 考えること, 感じること, 問うことについて学生た
ちの世界を広げることができたと思われる. ｢どんなこ
とでも学問にする｣ ところまではいかなかったが, 至る






矢口高雄 ｢ボクの学校は山と川｣ 講談社文庫 (1993)
木澤健司 ｢特別支援学校における状況－｢遊び｣ と ｢学びに向
かう力｣－｣ リハビリテーション・エンジニアリング vol.
33 No. 3 pp. 92-95 (2018)
水野暁子 ｢力を見る実験－理科指導法での実践｣ 日本福祉大学




た, 2018 年度総合演習Ⅰ (水野ゼミ) の皆様に, 感謝
申し上げます.
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